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２０ １４年７月 １７日号

今年 は、 お ２人 が くろ つち 会に 加

入さ れま した 。１ 人は 前号 のくろ つち 便りで 紹介 しま

した 牧園 剛さ ん。 そし ても う１人 は今 回の今 村久 雄さ

んです 。

今年度も 、 「教育会館清掃 」を計画しています 。

日時 2014年 7月 26日 (土 ) 午前 8時から

持参するもの （ 自分が使える道具 ）

鎌 、 ク ワ 、 ス コ ップ 、曲 り 鎌などの除草道具 、

剪定ばさみ 、ビ ＾ バー

ほうき 、熊手 、ぞうきん等々

※ 軽 ト ラ ッ ク 、 一 輪 車 を お 持 ち の 方 、 貸 し て く だ さ る と 助 か り

ま す 。

多 く の 方 々 の 参 加 を お 願 い い た し ま す 。

鹿教組ありがとう

今村 久雄

今年定年退職でくろつちに新加入しました。

鹿児島の父の介護や家庭の事情で，現職時のよう

な活動は遠慮させてもらうことが多くなると思いますが，

よろしくお願いします。

さて，私は期限付も含め 37年 7ｹ月の教員生活でした。鹿教組加入

は再配で細山田中学校に赴任した 4月。振出は大姶良中学校で 8月末

からの勤務で 7ｹ月お世話になり，最初の大仕事が体育祭と校内水泳大会

の立案・提起でした。職員会議では提案に対していろいろと指摘され，

ずいぶん凹んだことを思い出します。その中で学んだことは，自治活動

を教育 内容・学校行事に生かすことでした。それが定年まで教育実践の

中心に据えられました。

縁あってまた大姶良中学校に勤務しハンセン病問題と出会い，それに

まい進しました。それぞれの勤務地で多くの仲間に支えられ民主教育，

労働条件，平和運動などを学びました。組合員でなかったら，今頃

はろくでもない教員のまま定年を迎えていたと思います。

最後の年は３年担任をして鹿教組で学んだことをすべて

吐き出し，子どもたちと強い絆で結ばれ一緒に卒業

できました。これも最高の思い出となりました。

鹿教組ありがとう。
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４ ８ 回 か ご っ ま 弁 単 語 帳
坂田 勝

鹿 児 島 弁 単 語 （ 薩 隅 方 言 ） を 五 十 音 順 に シ リ ー ズ で

連載してい ます。

○もくろい き：強く。やみく もに。力一杯。

「 モ ク ロ イ キ む か す ね を う っ た 」（ は げ し

くむこうず ねを打った）。

○もぜ：か わいい。かわいら しい。「 ムゼ」

と 同 意 。「 モ ゼ こ 」（ か わ い い 子 ）。「 モ ゾ

がっ」（かわいがる）。

○ も っし ょ い、 も っ しょ ん ：強 く 。 たい へ

ん。

○ものごっ ：物事。物言い。文句 。

「 モ ノ ゴ ツ ゆ な」（ 言 い 訳 を す

るな。文句 を言うな）。

「 も の ご ち ゃ い わ し 遠

慮 はす いめ」。「いわ し」

「 す るめ 」 と魚 に 関 係し た こと ば を 並べ 、

会 席 で出 さ れた ご ち そう を 、何 だ か んだ と

い っ て 遠 慮 を し な い で、「 さ っ さ と 食 べ て

く だ さい 」 と心 か ら 勧め て いる 気 持 ちが 、

あっさりと 表現されている。

「 も のご ち ゃい い よ う な しゃ か み よう 」

（ 物 事 ゃ 言 い よ う 梨 ゃ 噛 み よ う ）。 果 物 の

梨 も 噛み 方 次第 で は 味が 違 うよ う に 話も 言

い 方 次 第 で 角 が 立 た ず 丸 く 収 ま る 。「 丸 い

卵も切り様 じゃ四角」もある。

「 物 事ゃ 固 （か と ） せ 酢 味噌 は ゆ るせ 」

モノゴツ

ゆな！

物事 は い いか げ ん にせ ず きち ん とせ よ 、 酢

みそ は や わら か い 方が よ い。 軽 々し く 口 約

束を し た 仕事 や 物 品の 貸 し借 り など い い か

げん に し たた め に 後悔 す るこ と が多 い 。 き

ちん と す べき こ と はき ち んと せ よと の 戒 め

のこ とば である。（かご しま の教育 伝承）。

○ も へ ： 最 早 。 も う 。 早 く も 。「 モ ヘ も ど

っ き た と や 」（ も う 帰 っ て き た の）。「 モ ヘ

す っ と や 」（ も う 、 行 動 す る の か 。 ま だ 早

すぎはしませんか）。

「 もへじ（ 爺）とか らじ（爺）」。「もへ爺」

は 外 に 先 立 っ て 行 動 を 起 こ す 男 の 人 で あ

り 、「 か ら 爺 」 は の ん び り し て い て い つ も

他人 の 後 から 動 き 出す 人 であ る 。人 に 遅 れ

て慌 て て 仕事 を す るよ り も、 他 に先 ん じ て

余裕 を 持 ち、 準 備 万端 整 えて 仕 事に か か る

ほう が 有 利で あ る とい う 意味 の こと わ ざ 。

○も も じ いた く っ 、も ん たく い ：も み く ち

ゃ に す る 。 く し ゃ く し ゃ に 揉 む。「 か ん ぬ

モンタクイ」（紙をもみくしゃにす る）。

○もやし：たやす い。簡単な。容易である。

「 こ ん も ん だ い は モ ヤ シ」（ こ の 問 題 は 解

く の が 簡 単 だ ）。「 も や し」「 みや し 」 も 同

意。

詳 し く は 、 別 途 チ ラ シ

を ご 覧下 さ い 。

○７月１９日（土） 福島の現状を聞く会

午 後５ 時 ～ ７丁 目 公 民館

○ ８ 月１ 日 （ 金 ） 脱 原 発 集 会

毎月 第 １ 金 曜日 、 ６ ： ００

場所 鹿 屋市 イ ベ ン ト広 場

右 :３ ／ １ ６

脱 原 発 集 会

（ 鹿 児 島 市

中 央 公 園 ）

の 様 子

○ ８ 月 ９ 日 （ 土 ） 反 戦 ・ 反 核 集 会

午 前 １０ 時 ～ １ １時 自 衛 隊前

毎 年 、 長 崎 原 爆 の 日 に 合 わ せ て

実 施 し て い ま す 。 今 年 は 土 曜 日 で

イ ベ ン ト 広 場 が 使 え ま せ ん の で 、

自 衛 隊 前で 実 施 さ れま す 。

○８月９日（土） 水俣病問題講演会

午 後 １ 時半 ～ ３ 時 半

会 場 敬 愛 園

○くろつち文化祭出品募集（詳しくは別途チラシ）

訃報
６月 ９ 日 岸上 達 夫 先生 ご 逝 去

享 年 ８ ５ 歳 最 終 勤 務 校 垂 水 南 中

謹ん で お 悔や み 申 し 上げ ま す 。


